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ご
挨
拶

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会

　
　
会
長
　
宇
野 

松
人

　

春
暖
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
消
防
機
関
や
各
団
体
の

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
協
会
の
事
業
運
営
に
対
し
格
別
の

ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
災
害
状
況
を
み
ま
す
と
、
７
月
に
発
生
し
ま
し

た
九
州
北
部
豪
雨
で
は
福
岡
県
、
大
分
県
の
両
県
で
、
死
者
、
行

方
不
明
者
41
名
の
人
的
被
害
の
他
、
多
く
の
家
屋
の
全
半
壊
や
床

上
浸
水 

な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
私
ど
も
鳥
取
県
西
部
地
域
で
は
会
員
事
業
所
も
含
め
、

幸
い
に
も
大
き
な
自
然
災
害
や
大
規
模
な
火
災
・
事
故
等
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
各
位
の
御
努
力
の
た
ま

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
発
足
５
年
を
経

過
し
例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
危
険
物
取
扱
者
試
験
対
策
と
し
て

の
準
備
講
習
会
の
実
施
及
び
実
務
研
修
会
や
境
港
市
消
防
保
安
協

会
主
催
の
事
業
所
対
抗
消
火
競
技
会
へ
の
参
加
と
い
っ
た
協
会
員

主
体
の
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
の
検
討
も
含

め
、
各
会
員
事
業
所
が
防
火
・
防
災
管
理
に
対
す
る
意
識
の
更
な

る
向
上
を
目
的
と
し
た
各
種
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
を
は
じ
め
各

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
火
災
・
事
故
の
な
い
安
全
な
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
、
一
層
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
ま
た
本
年
の
無
事
故
、

無
災
害
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

米子城跡頂上から、遠見郭、内膳丸方面の眺め（米子市教育委員会提供）
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平
成
30
年
１
月
18
日（
木
）皆

生
つ
る
や
に
お
い
て
、伊
木
米

子
市
長
様
、尾
沢
米
子
市
議
会

議
長
様
、天
野
西
部
消
防
局
長

様
を
来
賓
に
迎
え
、新
年
役
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。役
員
会

で
は
、事
業
執
行
状
況
、予
算
の

執
行
状
況
の
中
間
報
告
、役
員

改
選（
案
）及
び
各
関
係
表
彰
推

薦
候
補
を
提
案
し
、承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
２
月
27
日（
火
）米
子
ワ
シ
ン

ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、実
務
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
度
は
、最
近
特

に
国
内
外
で
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
考
え
方
の
重
要
性

に
焦
点
を
当
て
、参
加
さ
れ
た
皆
様
の
事

業
所
に
お
い
て
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
企

画
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、は
っ
ぴ
ぃ
き
ゃ
り
あ
代
表
の

越
野
由
美
子
氏
を
迎
え「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
な
い
快
適
な
職
場
づ
く
り
」と
題
し
講

演
頂
き
、参
加
者
は
自
分
自
身
が
気
づ
か

な
い
う
ち
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
等
に
つ
い

て
、具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
し
た
内
容

の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

新
年
役
員
会

ご
挨
拶

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局

消
防
局
長
　
天
野  

　
智

　

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
消
防

局
の
消
防
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
災
害
状
況
を
顧
み
ま
す
と
、
鎮
火
ま
で
に
長
時
間
を

要
し
た
埼
玉
県
で
の
物
流
倉
庫
火
災
、
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
、
相
次
い
で
日
本
列
島
に
上
陸
し
た
台
風
な
ど
に
よ
り
、

多
く
の
尊
い
人
命
や
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
各
事
業
所
と
消
防
行

政
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ま
た
防
火
安
全
体
制
の
中
核
と
し
て
地
域
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
作
り
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。加
え
て
、昨
年
は
火
災
に
よ
る
死
者
が
ゼ
ロ
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
協
会
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
成
果
で

あ
る
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
、
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
自
助
、
共
助
の
機
能
の

低
下
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
西
部
消
防
局
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

い
た
し
ま
し
て
、「
地
域
と
と
も
に
進
め
る
防
災
行
政
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
協
会
の
皆
様
は
も
と
よ
り
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織

等
の
地
域
住
民
も
含
め
て
様
々
な
職
域
の
人
々
が
一
緒
に
な
っ

て
防
火
・
防
災
に
取
り
組
み
、
地
域
防
災
力
、
地
域
総
合
力
の

充
実
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

そ
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
ご
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て

消
防
局
長
の
職
を
辞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
と
い

う
短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
貴
協
会
の
顧
問
と
い
う

身
に
余
る
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上
に
、
大
変
お
世

話
に
な
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

む
す
び
に
、
宇
野
会
長
様
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
と
米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
の
限
り
な
い
ご
発
展
、

そ
し
て
無
事
平
穏
な
年
で
あ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　平成29年10月13日（金）に、境港市消防保安協会主催「第38回事業所対抗消火競技会」が境港消防署において開催
されました。
　当日は爽やかな秋晴れの中、境港消防署の皆様にご協力頂きながら全14チームが消火技術を競いました。昨年度
から、女性の部・ペアの部も設けられ当協会からは４会員事業所より４チームのご参加頂き、また、ご多忙の折にも
かかわらず宇野会長にご
臨席賜り、消火競技会を
盛り上げて頂きました。

（協会ホームページも併せ
てご覧ください）

消火競技会

実
務
研
修
会
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野坂　卓未さん
　今回、境港消防署にて開催された「第38回事業所対抗消火競技会」に弊社米子支店代表として
参加させていただきました。今までに体験した消火訓練とは違い、将はと放水の「早さ」、「確実性」
を意識しなければならないので、より緊張感をもって臨むことができました。思い通りの結果と
はなりませんでしたが、消火器は火の根元に向かって噴射することと放水ホースは真っ直ぐに折
れないように伸ばすことが上手く消火するコツだと学びました。弊社は主に石油、ガス等の危険
物を取り扱っており、万が一の事故や災害により出火した場合は迅速かつ正確な消火活動ができ
なければなりません。お客さまに安心してサービスを受けて頂く為にも、これからも積極的に消

火訓練に参加していこうと思います。

濱垣　智洋さん
　10月13日に開催された「第38回事業所対抗消火競技会」に参加して改めて、火の元の管理と素早く対応することが大切だと実感しまし
た。消火器やホースを扱うことがあまりなく事前に使い方を練習して挑みましたが、他のガス会社の扱い方を目のあたりにし、まだまだ
消火の対応の仕方をマスターする必要があると感じました。本番ではホースの圧力が思ったより強く、なかなか目標に当てることができ
なかったので、焦らず確実に狙うことが大切だと感じました。そして万が一のときでも迅速に作業ができるように、しっかり扱い方を覚
えておくこと、日ごろから防災の意識をもって行動していきたいと思います。普段の仕事で、消火器を使った場面は、多くないですが、
危険物を扱う会社の一員であることを自覚し、信頼されるよう努力していきたいです。
　今回は本当にありがとうございました。

【日ノ丸産業株式会社米子支店（男子の部）】
消火競技会の結果と参加者の感想

西川　有香さん・山岡　香織さん
　「米子ガスＡ」として、女性ペアで参加させていただきました。今回女性ペア部門での参加は我々
１組だけという前情報もあり、「転んでも、３分かかっても優勝」と思いリラックスして競技に参
加出来ました。実際に競技が始まってみると、ホースを運ぶところでは出遅れましたが、その後
ボール落としと的あての好調さに救われ、なかなかの好タイムで消火が出来ました。最終組での
競技だった為、他の参加者の皆様の競技を余すところなく観戦できたのが功を奏したのだと思い
ます。実際の消火器具を使用しての訓練はなかなか行う機会が無いので、今回の経験を生かし、
いざという時に役立てたらと思います。

【米子瓦斯株式会社（女子の部）】

チーム名：日ノ丸産業　タイム／順位：01：00.50　８位
出場者名：野坂　卓未さん・濱垣　智洋さん

チーム名：消火小僧　タイム／順位：01：24.21　10位
出場者名：橋谷　直也さん・中川　銀次さん

チーム名：米子ガス　タイム／順位：00：37.38　１位
出場者名：西川　有香さん・山岡　香織さん

中川　銀次さん・橋谷　直也さん
　この度、第38回事業所対抗消火競技会へ参加させて頂き、誠に有難うございます。私たち二人
は二回目の参加ということでありましたが、今回は、前回と違い、諸事情により消火器と消火栓
の役割を交代して行いました。しかし、その結果、消火器では安全栓が外れず、ノズルを握って
もなかなか消火薬剤が出ず、消火栓においてはホースが折れてしまい、清浄に放水出来ずと、非
常に不甲斐ない結果になってしまい、自分たちの実力不足を痛感し、悔しい思いをすることとな
りました。もし、次回出場する機会があれば、今回の反省を活かし、しっかりと練習して大会に
臨み、リベンジを果たしたいと考えております。また、非常に有意義な時間を過ごせましたこと

を感謝いたします。有難うございました。

【丸彦産業株式会社（男子の部）】

佐藤　　渉さん
　この度は、消火競技会に参加させていただきありがとうございました。
　私は、今回の競技会で３回目の出場になりますが、一番最初の競技会で優勝、２回目の競技会
で準優勝だったので、今回の競技会でこの前のリベンジを果たそうと、日々イメージトレーニン
グを積んでいたのですが、当時になってくじを引いたら、トップバッター＋選手宣誓というボー
ルを引いてしまい大変驚き焦りました。その焦りからか、くじを引いてから選手宣誓までの記憶
があまり無く、選手宣誓が終わっても気持ちを整理することができず、９位という残念な結果に
なってしまいました。今年はリベンジをしようとして空回りしてしまったので、来年こそは絶対

にリベンジを果たしたいと思います。最後に、今回の消火競技会に参加させていただき本当にありがとうございました。

岡本　　輔さん
　弊社は何度か消火競技会に参加させて頂いており、協議内容は聞いていましたが実際やってみると体は動かず思ったより難しかったで
す。消防隊員や他の事業所の参加者（特に上位入賞者）は素晴らしい動きをされていました。あれは日々の訓練のたまものだと思いました。
以前研修のとき、消火器を使った訓練をしましたが中身は水でした。今回は本物の火を使って消火するという実践的なもので、今までこの
ような経験をしたことがなかったので、万が一火災になった時も、冷静に対応できると思います。訓練しないとイメージできないので、こ
の競技会を通じてよい経験をさせて頂きあるが等ございました。

【株式会社松本油店（男子の部）】

チーム名：松本油店　タイム／順位：01：11.45　９位
出場者名：岡本　　輔さん・佐藤　　渉さん
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～西部消防局管内の動き～

火災概況について火災概況について （平成29年１月～12月）      火災概況について
　この10年間の出火件数をみると、76件を記録した平成22年以降増加傾向
となっていましたが、平成25年から平成27年にかけて減少傾向となっていま
す。平成27年は、この10年間で２番目に少ない94件の火災件数となりまし
たが、平成28年の火災件数は118件で24件（25.5％）の増加となりました。
　また、平成28年の火災による死者は４人で、過去10年間の平均は、4.3人
となっています。

★建物火災は火災全体の40％
　火災件数89件について、その構成比率をみると、その他
火災が47％で最も高い比率を占め、その次に建物火災が
40％となっています。　

★出火原因は「たき火」が最も多い　
　火災件数89件の出火原因を見ると、たき火が26件（29％）
ともっとも多く、次いで、たばこ４件（４％）となっています。 
　建物火災の主な原因をみると、たばこ３件、電気装置３件、電灯・電話等の配線及び配線器具２件となっ
ています。

出火状況と出火原因

平成29年 平成28年 増減数

火
災
種
別

建物火災 36 56 ▲20

林野火災 1 6 ▲5

車両火災 9 7 △2

船舶火災 1 0 △1

その他火災 42 49 ▲7

火災件数（件） 89 118 ▲29

３月１日（木）〜３月７日（水）

春の火災予防運動が実施されました

火の用心  
　 ことばを形に  

 習慣に

〜平成29年度　全国統一防火標語〜

　西部消防局では、春季全国火災予防週間に合わせ、住宅
用火災警報器の点検、防火広報等の行事が計画され、火災
予防運動が実施されました。この時期には空気の乾燥や、
強風により、林野火災等が発生しやすい気象条件となりま
すので、火の取り扱いには十分注意して下さい。
　当協会におきましても、防火・防災のための実務研修の
開催や住宅用火災警報器の普及及び防火冊子の配布による
啓発などの事業を行っておりますが、会員事業所におかれ
ましても従業員への防火教育の充実強化、自主防火管理の
徹底などを行って頂き、火災発生防止に努めて下さい。



平成30年３月会　　　　　報（5）第13号

　平成30年度各種試験・講習会日程が決まりました。詳細につきましては、別紙実施要領またはホームペー
ジでご確認ください。

　危険物取扱者試験準備講習会（乙種第４類及び丙種）を開催いたします。
　なお、会員事業所の方は受講割引がありますので、詳細につきましては別紙受講要項またはホームページ
でご確認ください。

平成30年度 各種試験・講習会日程

■準備講習会について

講習種別及び
講習回数 講　習　日 受付期間

（※講習会前日まで受付）
試　験　日 受講料

（会員）
受講料

（会員外）
テキスト代

（法令編・実務編・例題集）

乙種第４類
（定員100名）

第１回 ５月22日(火)・23日(水) ４月23日（月）～ ６月17日（日）
６月24日（日）

7,340円 11,340円 4,340円第２回 ９月11日(火)・12日(水) ８月13日（月）～ 10月14日（日）
10月20日（土）

第３回 平成31年１月16日（水）・17日（木） 12月17日(月) ～ 平成31年２月10日（日）
平成31年３月17日（日）

丙　　種
（定員30名）

第１回 ５月29日(火) ４月23日（月）～ 6月17日（日）
6月24日（日）

5,110円 6,610円 3,710円
第２回 ９月18日（火） ８月13日（月）～ 10月14日（日）

10月20日（土）

区分 試験日・試験種類 試験会場（予定） 受付期間・合格発表予定日

危
険
物
取
扱
者
試
験

第１回 ６月17日（日）
(甲種、乙種、丙種) （中部）倉吉未来中心

（書面申請）４月13日（金）～４月27日（金）
（電子申請）４月10日（火）～４月24日（火）
（合格発表予定日）７月９日（月）

第２回 ６月24日（日）
(甲種、乙種、丙種)

（東部）鳥取県庁
（西部）・ポリテクセンター米子
　　　・未定

（書面申請）４月13日（金）～４月27日（金）
（電子申請）４月10日（火）～４月24日（火）
（合格発表予定日）７月17日（火）

第３回 10月14日（日）
(甲種、乙種、丙種)

（東部）鳥取県庁
（西部）・ポリテクセンター米子
　　　・未定

（書面申請）８月20日（月）～９月３日（月）
（電子申請）８月17日（金）～８月31日（金）
（合格発表予定日）11月５日（月）

第４回 10月20日（土）
(甲種、乙種、丙種） （中部）倉吉未来中心

（書面申請）８月20日（月）～９月３日（月）
（電子申請）８月17日（金）～８月31日（金）
（合格発表予定日）11月12日（月）

第５回 平成31年２月10日（日）
(乙種)

（東部）鳥取県庁
（中部）倉吉体育文化会館
　　　（倉吉会場は午前のみ）

（西部）ポリテクセンター米子

（書面申請）12月７日（金）～ 12月21日（金）
（電子申請）12月４日（火）～ 12月18日（火）
（合格発表予定日）平成31年３月４日（月）

第６回 平成31年３月17日（日）
(乙種第４類)

（中部）倉吉体育文化会館
　　　（午前のみ）

（書面申請）１月21日（月）～ 2月4日（月）
（電子申請）１月18日（金）～ 2月1日（金）
（合格発表予定日）平成31年４月15日（月）

消
防
設
備
士
試
験

第１回
７月22日（日）

甲種 （特類、1類～ 5類）
乙種（1類～ 7類）

（東部）鳥取県庁
（西部）米子コンベンションセンター

書面申請）５月18日（金）～６月１日（金）
（電子申請）５月15日（火）～５月29日（火）
（合格発表予定日）８月27日（月）

第２回
11月25日（日）

甲種 （特類、１類～５類）
乙種（１類、４類、６類、７類）

（中部）倉吉体育文化会館
（書面申請）９月21日（金）～ 10月５日（金）
（電子申請）９月18日（火）～ 10月２日（火）
（合格発表予定日）平成31年１月４日（金）

◆平成30年度 危険物取扱者試験準備講習会　※受講料はテキスト代を含みます。

◆平成30年度 危険物取扱者試験・消防設備士試験日程 ※危険物取扱者試験　準備講習会と危険物取扱者試験の申込先、受付期間は異なりますのでご注意ください。
（試験の受験申込先は、「一般財団法人 消防試験研究センター 鳥取県支部」です。）

平成29年度　危険物取扱者試験　結果報告
★第１回 ★第２回 ★第３回

乙４合格率 丙　合格率 乙４合格率 丙　合格率 乙４合格率

講 習 受 講 者 38.5％ 100％ 40.0％ 83.3％ 36.4％

鳥 取 県 平 均 30.9％ 65.2％ 41.3％ 55.3％ 32.4％



第13号（6）平成30年３月 会　　　　　報

　西部消防局主催の防火管理等講習会につきましては、平成30年度も引き続き開催いたします。
　詳細につきましては別紙受講要項またはホームページでご確認ください。

１　甲種防火管理新規講習（定員90名・テキスト代4,500円）

３　甲種防火管理再講習（定員90名 ・ テキスト代2,000円）

４　防火・防災管理再講習（定員90名 ・ テキスト代2,400円）

２　防災管理新規講習（定員90名 ・ テキスト代3,000円）

平成30年度  防火管理等講習会について

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 ５月10日（木）・11日（金） ４月10日～５月２日

第２回 ９月５日（水）・６日（木） ８月８日～８月29日

第３回 11月20日（火）・21日（水） 10月23日～11月13日

第４回 平成31年３月11日（月）・12日（火） 平成31年２月12日 ～ ３月４日

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 12月６日（木） 11月８日～ 11月29日

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 ６月12日（火） ５月15日～６月５日

講習回数 講　　習　　日 申　込　期　間

第１回 10月17日（水） ９月19日～ 10月10日

事務局よりお知らせ
★会費の納入について★
　平成29年度の会費につきまして、ご協力頂き誠に有難うございました。
　次年度の会費につきましては、定期総会終了後にご請求させていただきたく存じますが、お
振込やご持参等による納入が困難な場合につきましては、事務局員が集金に伺いますので、ご
一報願います。
　米子地区防火安全協会事務局　TEL：0859−35−1970
　　●メ ー ル ア ド レ ス：y-fpsa@yonago-kyoukai.sakura.ne.jp
　　●ホームページアドレス：http://www.y-fpsa.jpn.org/

10年たったら、とりカエル。
お宅の火災警報器の話です。

お宅の警報器も、そろそろ10年。交換時期です。

　 年を目安に、とりカエル！
わが家と家族を守る基本です。

一般社団法人 日本火災報知機工業会   TEL：03－3831－4318  FAX：03－3831－4365  http://www.torikaeru.info

フリーダイヤル  0120－565－911住宅用火災警報器に関するお問い合わせは
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